
2021年度日本医学図書館協会近畿地区会、 

日本薬学図書館協議会西地区協議会、 

近畿病院図書室協議会共催 ウェビナー 開催報告 

 

１．目的 

学術情報流通において、電子ジャーナルが主流となっている中で、図書館にとっては毎年高騰

している購読誌の見直しが必要であり、研究者にとっては論文の投稿先を決める必要があります。

また、広く公開するためにオープンアクセスジャーナル（OA 誌）の割合が年々大きくなってい

ます。このことは図書館にとって年間購読料がかからない代わりに、大半の OA 誌は著者自身に

論文掲載料(APC)の支払いが発生します。さらに早く公開するために査読期間の短い OA 誌を選

ぶ傾向が増えており、今度はハゲタカジャーナルへの投稿という問題が生じています。一方では

速報性を重視して査読前の論文を公開するプレプリントの動きが広がっています。図書館として

もこのような目まぐるしい変化に対して利用者へ適切な情報を提供できる知識が必要です。 

そこで、ジャーナル評価の面から、Clarivate社様からインターフェイスを一新した JCR及び

分野を越えて比較できる新指標 JCI についてご説明いただき、オープンアクセスの面から、

Elsevier 社様に OA 誌の動向ならびにプレプリントサービス等についてご説明いただきました。 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、下記の要領でオンラインセミナー形式で開催いたし

ました。 

 

２，開催日程：2021年 12月 17日（金）14時～16時 

 

３．開催場所：Zoom（ミーティング）によるオンライン開催 

 

４．プログラム 

 

 14:00 （あいさつ）奈良県立医科大学附属図書館 鈴木 孝明 

 14:05 講演１：ジャーナルの評価について（JIFおよび JCI） 

    クラリベイト・アナリティクス・ジャパン株式会社 安藤 聡子様 

14:50 質疑応答 

15:00 講演２：オープンアクセスの動向（プレプリントサービスとの連携） 

    エルゼビア・ジャパン株式会社 佐藤 慎祐様 

15:45 質疑応答 

15:55 （閉会）奈良県立医科大学附属図書館 鈴木 孝明 

 

５．参加者数：４５名（うち、地区会会員 １２名、奈医大教職員 ８名） 

 

６．ウェビナーアーカイブ公開：2021年 12月 31日（金）まで 

 

以上 

 


